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DPaseの B(脳)および L (肝)型アイソザイムのうち，後者のみが誘導される乙とを基質特異性に関
する知見から推論した。乙れを確めるため 脳から L型アイソザイムを均一に精製して，その諸性質
を検討し，本酵素が肝ミクロゾーム画分の酵素と高い類似性を示す乙とを明らかiとする一方，本酵素と特
異的に反応する単クローン抗体を調製し，それを用いた免疫化学的手法により，カイニン酸処理後に誘
導される L型NDPaseはアストロサイトに限局する乙とを証明した。
以上の研究は，グリア増殖とNDPase活性の相闘を証明するとともに，グリア細胞の増殖進行下には
???
従来から知られているアス卜ロサイトとは代謝機能上異なる増殖型アス卜ロサイ卜の存在する可能性を初
めて指摘するとともに， L型NDPaseがその指標となる乙とを示したものである。乙れらの知見はニュ
ーロン・グリアの機能的相関の研究の手がかりを与へるとともに，本酵素の抗体が神経損傷部位の早期
発見等に利用できる等，医学，神経生物学への貢献は大きいと考えられる。以上の理由から，本論文は
理学博士の学位論文として十分価値ありと認められる。
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